
沖縄県立浦添工業高等学校                        平成 28年度シラバス 

学習計画 

月 単元名 学習内容と方法 備考 

４ 工業の事象の計算 現代の情報通信技術の進展に伴い、ＧＰＳシ

ステムによるカーナビの仕組みを説明 

 

５ 工業の事象の計算 

６ 面積・体積・質量の計算 面積・体積の計算。面積の公式、代表的な建

造物を参考に面積を計算。 

 

７ 面積・体積・質量の計算 

９ 面積・体積・質量の計算 黄金比長方形、用紙の面積比  

10 単位と計測 交際単位系、接頭語の使い方の説明、組立単  

11 単位と計測 位接頭語の関係・計算 

12 工業の事象と数理計算 力の合成：力の合成方法、力の四角形  

１ 工業の事象と数理計算 力の三角形、力の多角形 

２ 工業の事象に作用する力・応

力 

集中加重と分布加重 

作用する力の半力 

 

３ 工業の事象に作用する力・応

力 

構造物と内力 

軸方向力 

 

インテリア  科 科目名  工業数理基礎   担当者 石垣 安俊 

履修学科 インテリア科 

履修学年 第 １ 学年 履修単位 ２ 単位 

概要及び目標 

工業の各分野における工業事象の諸問題の解決を目指し、自ら思考を深め、適

切 な判断に基づいて数理処理を行い、創意工夫して課題解決する能力を身に

付ける。 実数の分類、実数の演算ができるようにする。   

評価基準 

及び方法 

定期テスト、小テスト、ノート提出、授業への取り組み 

使用教科書 

及び教材 

実教出版（工業数理基礎） 

その他留意点 各項目の理論を学習する場面では，数式を取り扱う項目が非常に多くなってい

る。中学校レベルの復習も取り入れ，数式を暗記することを指すのではなく，物

理的な意味をとらえ，他の項目との関連や単位について注目したり，その現象を

発見したり数式化した先人たちの努力等に関心をもって学習に望んでもらいた

い。また，できるだけ自分で考え，自ら計算を行い積極的に取り組むことが大切

である。 

 


